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研究成果の概要（和文）：平成24年度中に本研究課題に関する単著『コンコード・エレミヤーソローの時代のレトリッ
ク』（金星堂）を、さらに 25年度に「ソローとダニエル・ウェブスター　―　『コッド岬』のサブテクスト」（『ア
メリカン・ルネサンス　批評の新生』所収。開文社）、「経済と道徳 ― 綿花をめぐる物語」（『環大西洋の想像力』
所収、彩流社）を刊行して、ソロー文学を歴史的視座から考察するうえで一定の成果が得られたと確信する。

研究成果の概要（英文）：As part of the research activities, I published a monograph Concord Jeremiad: 
Thoreau’s Rhetoric of the Age in 2012, co-edited Transatlantic Imagination: Crossing-Over of American 
Renaissance and co-authored American Renaissance: A New Approach in 2013. I do believe that the research 
goal stated in the grant proposal has been largely attained.

研究分野：アメリカ文学
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１．研究開始当初の背景 
 Sacvan Bercovitch の The American 

Jeremiad (1978) が上梓されて以来、「アメ

リカのエレミヤ」という言葉はアメリカの文

化、文学を語るうえで不可欠な鍵概念になっ

ている。他方において、ソローの文学に見ら

れる「嘆き」のレトリックには、バーコビッ

チが主張したピューリタンのレトリックの

ほかに、少なくとも二つの歴史的な要素が介

在した。ひとつは、合衆国の独立であり、そ

の独立戦争の火蓋を切ったとされるコンコ

ード・レキシントンの戦いである。そしても

う一つは、1820, 1830年代に起こった郷土史

ブームであり、入植二百年祭を機に広まった

地域の誇りと郷土愛のようなものであった。  

 本研究課題はバーコビッチの「アメリカの

エレミヤ」を論拠としながらも、マサチュー

セッツの歴史性が創出された背景を加味す

ることで、ソローの文学において「コンコー

ド・エレミヤ」とも呼べるレトリックが駆使

された事実を指摘するものである。 

 さらに本研究課題に密接に関連する文献と

して、Jonathan Arac の The Emergence of 

American Literary Narrative 1820-1860 

(2005)および William Howarth の The 

Book of Concord(1982)が挙げられる。前者は、

19世紀前半、合衆国の国家のナラティヴの形

成と併行して地域の歴史,つまりローカル・ナ

ラティヴが形成された過程を論じており、ま

た後者は、ソローの日記研究を中心として、

ソローが生涯コンコードの地誌と精神風土

を記述し「コンコードの物語」を形成した事

実を指摘している。コンコード言説の核心は

ピューリタンの伝統とコンコードの戦いの

英雄性であったのだが、ピューリタンの入植

と独立戦争という、まさに合衆国の起源をな

す物語をコンコード史は抱えていたのであ

る。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、19世紀前半のマサチューセッツ

州コンコードにおける歴史言説の形成とヘ

ンリー・ソローの文学との関連性を考察する

ものである。申請者がすでに給付を受けた 3

件の研究課題と同様にソローやエマソンの

文学を「コミュニティの文学」として読み直

し、歴史化する作業の一環として着想された

課題である。 

 1835 年、マサチューセッツ州コンコード

は入植二百周年を迎えている。それを契機と

して Lemuel Shattuck による『コンコード

史』（A History of The Town of Concord, 

1835） が上梓されるのだが、エマソンは記

念祭においてこの歴史書を引用しつつ「コン

コードの歴史言説」（“Historical Discourse”）

という講演を行なっている。さらに翌年ノー

ス・ブリッジの記念碑建立の際には「コンコ

ード讃歌」（”Hymn to Concord”）を朗読した。

こうしたコンコード言説の形成と反復は、ソ

ローの作品の中にも、さらにコンコードに一

時滞在したホーソーンの作品（”The Old 

Manse”）にも見られるレトリックであった。 

 特に、ソローの作品においてはコンコード

の歴史と伝統を理想化する傾向がきわめて

顕著に見られるのだが、それは現実のコンコ

ード社会を厳しく批判し「嘆く」諸刃の剣で

もあった。いわば、ソローは「コンコード・

エレミヤ」とも言えるレトリックを駆使しつ

つ、聴衆に、そして読者に語りかけたのだっ

た。本研究では、19世紀前半、ニューイング

ランドの各地に歴史協会が設立され地方史

ブームが展開されたことを背景として、マサ

チューセッツ州コンコードにおいて形成さ

れた歴史言説とソローの文学の関連性を考

察する。研究の手順としては、以下のとおり、

３つの観点から考察を進めるものとする。 

(1) 19 世紀前半における地方史ブームの考

察 

(2) コンコード言説の構成要素とレトリッ

クの分析 

(3) ソローの作品における「コンコード・エ



レミヤ」の分析 
 
３．研究の方法 
 研究方法としては、以下のような三つの具

体的な観点から考察を進める。 

(1) 19 世紀前半における地方史ブームの考

察 

19 世紀前半ニューイングランド地方におい

て各地に歴史協会が形成されるのだが、そう

したローカル・ナラティブ形成の要因と背景

についてアラックの著書等を参照しつつ整

理する。 

(2) コンコード言説の構成要素とレトリッ

クの分析 

コンコードの歴史の創成についてはシャタ

ック『コンコード史』あるいはエマソンの「コ

ンコードの歴史言説」を参照するほか、さら

に Edward JarvisやMary Hosmer Brown

などコンコード住民による郷土史や回想録

を参照し、その暮らしと精神風土について調

査する。ただ単にコンコードにまつわる歴史

的事実を洗い出すのではなく、そうした史実

が反復され神話化された、その語りのレトッ

リックについても考察する。 

(3) ソローの作品における「コンコード・エ

レミヤ」の分析 

ソローの「社会改革論集」（Reform Papers）

と呼ばれるエッセイ群に顕著にみられる「コ

ンコード・エレミヤ」というレトリックを分

析し、ソローの政治言説がいかに密接にコン

コード言説と関連していたか考察する。さら

に、ソローの代表作『ウォールデン』の「経

済」等の章に見られるコンコード言説につい

ても検討する。 

 本研究の手順としては、前述のとおり、(1) 

マサチューセッツにおける地方史（ローカ

ル・ナラティブ）の分析、(2) コンコード

の歴史言説の分析、(3) ソローにおける「コ

ンコード・エレミヤ」というレトリックの

分析、が挙げられる。方法論としては、主

に図書の購入（特に 19 世紀の郷土史や回

想録の復刻版の購入）、合衆国の大学あるい

は公立図書館での資料収集が必須となる。 
 
４．研究成果 

24年度中に本研究課題に関する単著『コン

コード・エレミヤーソローの時代のレトリ

ック』（金星堂）を、さらに 25年度に「ソ

ローとダニエル・ウェブスター — 『コッ

ド岬』のサブテクスト」（『アメリカン・ル

ネサンス 批評の新生』所収。開文社）、「経

済と道徳 — 綿花をめぐる物語」（『環大西洋

の想像力』所収、彩流社）を刊行して、ソ

ロー文学を歴史的視座から考察するうえで

一定の成果が得られたと確信する。他方に

おいて、課題として残されたのは、コンコ

ード・レキシントンの戦いにおける義勇兵

の役割、19世紀中盤における農業改革と市

場経済の浸透等の考察である。 
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